
 

 

 

 

足立区教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 
 
取組１ ESD-SDGs 教育 
「未来につなげよう！わたしたちの西伊興」    
社会科、理科、総合的な学習の時間等で、獲得した資質・能力を活用し、持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）を意識した授業を行う。その中でも、持続可能な開発目標（Ｓ
ＤＧｓ）の観点を、教科・領域の年間指導計画をもとに「持続可能な開発のための教
育に関する計画」を作成し、児童が探求的な見方・考え方を働かせ主体的に考え、現
在の諸課題を追及する活動を通じて、社会に積極的に参画したり、貢献したりする資
質・能力を育成する。 
児童が地域への愛着をもてるようにするとともに、獲得した資質・能力を各教科及

び領域で活用する「未来につなげよう！わたしたちの西伊興」を行い、持続可能な開
発目標（ＳＤＧｓ）を理解し、実現に向けた未来思考を地域や保護者へポスターやリ
ーフレット等で、発信する。 
 
 
取組２ 日本の伝統・文化理解教育    
国際理解、情報、環境問題、地域や伝統文化、ボランティア活動など学校の特色に

応じた教材を扱う。実社会・実生活、各教科等と関連付けながら課題を解決する学習
活動の展開を図る。 
特に落語、書写、俳句、特産物（千住ネギ）体験を通じて、日本の伝統文化に触れ

る学習を全学年で教科横断的に行い、先人の知恵や生き方にふれることで、自国の成
り立ちや在り方への関心を高め、国際人としての資質を養い、日本人としての自覚や
誇りを図る。 
 
取組３ 個別最適な学びの実現     
児童一人一人の可能性を生かし、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ

る。また、問題解決的な学習の充実を図り、協働的問題解決のために必要な思考力・
判断力・表現力等の向上を目指す。個性を生かす授業を推推しながら、タブレットな
どのＩＣＴを活用し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る。 
ＳP 表や AI ドリル等の分析結果から各児童の課題を捉え、ICT 等を活用した個別最

適化な学びを実践する。Google-meet や Google フォーム等を活用し、児童の学び方や
感染状況に応じて、授業形態を選択できるようにする。 
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